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芦屋浜地区における高潮対策の
事業説明会

日時：令和5年8月6日（日） 10時30分～11時30分
場所：芦屋浜センタービル3F 大会議室
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本日の説明内容

１. 兵庫県の高潮対策１０箇年計画について
２. 芦屋浜地区における高潮対策について
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１. 兵庫県の高潮対策１０箇年計画について
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１. 兵庫県の高潮対策１０箇年計画について

○平成30年台風21号による被害状況（８地区で浸水被害）

高橋川 宮川

甲子園浜 鳴尾

南芦屋浜

丸島
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１. 兵庫県の高潮対策１０箇年計画について
○高潮とは

・「高潮」とは、台風などの発達した低気圧により、海面が異常に上昇する現象です。

・高潮が発生する主な要因は、「①吸い上げ効果」と「②吹き寄せ効果」です。

防
潮
堤
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１. 兵庫県の高潮対策１０箇年計画について
○高潮対策の基本的な流れ

①測量により既存防潮堤の天端高（防潮堤の一番高い高さ）を確認

②今回見直した「新しい沖波」にて必要天端高を算定

③必要天端高と現況天端高を比較し、不足している箇所について、嵩上げ工事を実施

防潮堤を越える波しぶきが、許容越波流量を超えない
よう高さを設定

今回見直しなし

今回見直し

防
潮
堤

波しぶき
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１. 兵庫県の高潮対策１０箇年計画について
○尼崎西宮芦屋港における高潮対策箇所

・青は緊急対策箇所、赤は緊急対策箇所以外の対策箇所です。

尼崎市

西宮市

神戸市

芦屋市
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について
○既設防潮堤の嵩上げ箇所について

・波向については、台風の進行方向の南南西。波が直接あたる西護岸①でより嵩上げが必要となる。

波向（南南西）

芦屋浜

南芦屋浜

波向 嵩上げ箇所
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について

○東護岸②の嵩上げ箇所

・横断図 及び 完成イメージ図については、以下のとおり。

（写真、イメージ図）

約0.2m嵩上げ

計画高
H=1.2m

現状高
H=1.0m

防潮堤 海側

海側

約0.2m嵩上げ

横断図

完成イメージ図

写真方向
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について

○東護岸①の嵩上げ箇所

・横断図 及び 完成イメージ図については、以下のとおり。

横断図

完成イメージ図

約0.3m嵩上げ

海側

海側

写真方向
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について
○西護岸①の嵩上げ箇所

・横断図 及び 完成イメージ図については、以下のとおり。

・芦屋川に近づくほど、既設防潮堤の高さが高くなり、黄色丸部は約0.6mの嵩上げとなる。

横断図

完成イメージ図

約1.2m嵩上げ

海側

海側

写真方向

防
潮
堤
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について

○西護岸②の嵩上げ箇所

・横断図 及び 完成イメージ図については、以下のとおり。

（写真、イメージ図）
約0.3m嵩上げ

計画高
H=3.1m

現状高
H=2.8m

防潮堤

横断図

完成イメージ図

約0.3m嵩上げ

海側

海側
消波ブロック

車道

写真方向
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について

○西護岸①における乗り越し（階段、斜路（スロープ））について

既設斜路
長さ約27m
（勾配8％)

既設斜路
長さ約33m
（勾配8％)

計画斜路
長さ2倍以上
（勾配5％)

計画斜路
長さ2倍以上
（勾配5％)

現況 計画

【主な変更点】
○斜路の勾配
現況8％ ⇒ 計画5％
○防潮堤の高さ
現況1.3m⇒ 計画2.5m

既設階段
長さ約10m

計画階段
長さ約13m

既設階段
長さ約9m

計画階段
長さ約12m
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について

○東護岸①における乗り越し（階段、斜路（スロープ））について

現況

【主な変更点】
○斜路の勾配
現況8％ ⇒ 計画5％
○防潮堤の高さ
現況1.3m⇒ 計画1.6m

既設斜路
長さ約20m
（勾配8％)

計画斜路
長さ約2倍
（勾配5％)

既設階段
長さ約4m 計画階段

長さ約5m

計画
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２. 芦屋浜地区における高潮対策について

○今後のスケジュールについて

・R5年度は引き続き、設計を行う。
・工事については、R6年度から順次着手していく予定。

R5年度 R6年度 R7年度以降

設計

工事
東側工事 西側工事
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○質疑応答

①お住まいの町名
②氏名
を発言いただき、質問をお願いいたします。
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